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宮本春吉｢色絵金銀彩飾壷｣ (1 953)京都国立近代美術飴蔵

寺井直次｢金胎蒔絵水指『春』 ｣ (1 976)東京国立近代美術館蔵

日本伝統鳥F;;展5綱ミ記念展

わざ
Japan's Traditional Art Crafts

A 50-Year Retrospective

木村雨山｢縮緬地友禅訪問着『群｣ ｣ (1 963)東京国立近代芙術館蔵

磯井和真｢菊醤筆醤銀葉アカシャ之図｣ (i 957)高松市美術館蔵

佐々木象望｢偲型鋳鋼置物r采花｣ ｣ (1 959)東京国立近代美術館蔵

｢日本伝統工芸展｣は1954 (昭和29)年に

第1回展が開催され､ 2003年に50年目を迎えま

した｡同展は1950 (昭和25)年に制定された

文化財保護法の主旨に沿って､無形文化財に

選定された作家の作品を紹介する目的で開催

されました｡第7回展から全国規模の公募展と

なり､以後半世紀の間､重要無形文化財保持

者(人間国宝)から若手作家まで幅広い層の

工芸家たちの発表の場として､戦後日本の工

芸の発展に大きな役割を果たしてきました｡

50年の節目を記念して開催される本展では､

これまで出品した9000人を超す作家､歴代の

受賞者､人間国宝の作品を現代の視点で見直し､

厳選して展示するものです｡陶芸､染織､漆芸､

金工､木竹工､人形､その他の工芸の7部門に

わたり､人間国宝88人を含む150人の作家の代

表作150点を紹介します｡

伝統技術の継承にとどまらず､新たな技法

の探求と現代的な美意識を加味しつつ制作さ

れたこれらの作品には洗練された美があります｡

近代工芸史に重要な足跡を残した富本意書､

桧田権六から現代日本を代表する工芸作家た
わぎ

ちまで､伝統と独創性に裏打ちされた技の競

演をご覧ください｡

生野祥雲斎｢無双婿竹盛器｣ ( 1 965)東京国立近代美術館蔵

記念講演会
● ｢近代工芸史の中の伝統工芸｣

金子賢治(東京国立近代美術館　=芸課長)

5月30日(日)午後2時～ 1隔講堂にて(入場無料)

日本上芸会正会員によるギャラリートク(観覧券が必要)

●日　時.各日午後2時～　2階展示室にて

5月29日(土)北岡省三氏-漆芸

6月　5日(土)久保田厚子氏一陶芸

6月　6日(日)山口松太氏-漆芸

6月12日(土)伊勢崎淳氏-陶芸

6月1 3日(日)磯井正美氏(重要無形文化財萄醤保持者) -漆芸

6月19日(土)前田昭博氏-陶芸

6月20日(日)小西　晃氏-木=

6月26日(土)小川佳郡代氏一七宝

ギャラリーツアー(観覧券が必要)

●当館学芸員によるギャラリートーク

日　時　6月27日(日)午後2時～　2脂展示室にて

●薫術飴ボランティアcM (シヴイ)によるギャラリートーク

日　時　会期中の日曜日(5月30日､6月6日､13日､20日､27日)

午前日時～　2隔展示室にて

アートで遊ぼう! (鑑賞プログラム前期)

●6月12日(土)午前9時30分～1 1時

常設展のお知らせ
●第2期常設展　5月28日(金)～8月1 5日(日)

展示室l r芙術のフ告ヱラ｣ /展示室2 ｢伝統=芸展の作家たち｣

*特別展のチケットでご覧いただけます｡

次回催し物のお知らせ
●アンテスとカチーナ人形展　7月23日(金)～8月29日(日)
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紺屋吉I町要一? 通通 諾高松市美榊｡｡ _中央一一R1ー北バイパス 

公園瓦釘駅 高松天満屋 

交通のご案内
J R四国-JR高松駅下車､南へ徒歩15分
ことでん-瓦町駅･片原町駅下車､徒歩1 0分
パス路線-(ショッピングレインボー循環バス)紺屋町バス停下車､徒歩3分
駐車場一美術館地下に公営駐車場(有料.乗用車1 44台収容)
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